
AI議事録導入事業
提案者 豊田市
実施地域 豊田市 分野別モデル AI活用

事業概要

○多様化する市民ニーズに対応することで増加する業務と並行して、それらに関する施策
を検討する会議体も増加している。これらの議事録を作成することはその後の施策検討
等において重要である。ただ、議事録作成に多くの時間を割いていることは業務効率化
の面で非効率であることから、AI議事録を導入することで議事録作成を効率化し、行政
組織の事務効率化、職員の事務負担軽減、市民サービスの向上を推進する。

AI議事録導入前

① 会議開催

② 会議音声データの議事録化(職員による作業)
▼作業中は、部課内確認等で度々の修正作業が発生

③ 議事録公開

AI議事録導入後

① 会議開催

② 会議音声データをAIで
テキスト化

④ 議事録公開

③ テキスト
データ補正 時間

削減

別紙２




